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令和3年度
〜未来につながる つなげる〜 令和3年度各会計予算総括表

会　計　名 令和3年度予算額 前年度予算との比較（伸び率）
一 般 会 計 328億8800万円 －15億1600万円（ －4.4％）

特
別
会
計

国民健康保険事業 96億8200万円 －8300万円（ －0.8％）
用地取得事業 1億7300万円 ＋1億600万円（ 158.2％）
介護保険事業 76億1000万円 ＋4億9400万円（ 6.9％）
後期高齢者医療事業 14億6700万円 ＋4800万円（ 3.4％）
小　　計 　 189億3200万円 ＋5億6500万円（ 3.1％）

ⓐ 公共下水道事業 57億3900万円 －1億9900万円（ －3.4％）
　　合　　計 575億5900万円 －11億5000万円（ －2.0％）
ⓐ･･･公営企業会計

歳入（市に入るお金） （予算の使いみち）歳出

市債（市の借入金）
18億1200万円

人件費（職員給与や議員報酬など）
67億8911万3千円

自主財源合計 183億0838万9千円（55.7%）
依存財源合計 145億7961万1千円（44.3%）
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地方消費税交付金 22億5000万円
地方交付税 6億3800万円
地方特例交付金 2億3540万円
地方譲与税 2億1988万1千円
配当割交付金 7700万円
その他の交付金 2億8760万円

内

　訳

市税（市に納められる税金）
159億2522万円

市民税 71億8600万円
固定資産税 70億6840万円
都市計画税 8億4960万円
市たばこ税 6億1300万円
軽自動車税 2億822万円

内

　訳

繰入金 4億7884万2千円
使用料及び手数料 3億1961万5千円
分担金及び負担金 2億1861万6千円
寄附金 8560万円
財産収入 1245万9千円

内

　訳

交付金など（国税などから市に交付されるお金）
37億788万1千円

県支出金（県からの補助金など）
26億4801万6千円

国庫支出金（国からの補助金など）
64億1171万4千円

その他 11億1513万2千円

繰越金（前年度の残金として繰り越した財源）
6億円

諸収入（ほかの項目に該当しないさまざまな収入）
6億6803万7千円

その他（維持補修費、予備費、積立金、災害復旧費など）
6億2319万3千円

公債費（市債の償還金など）
27億2160万8千円

補助費等（市が交付する補助金や市がかける保険料など）
26億8062万7千円

繰出金（特別会計に渡す財源など）
31億3788万3千円

物件費
（業務委託費や機器賃借料、消耗品代、印刷代、光熱水費、
電話代、郵便代など）
53億9803万円

扶助費
（社会保障制度の一環として、生活維持を図るための経費）
98億8303万8千円

普通建設事業費（道路や学校、公園などを整備する経費）
13億8450万8千円

貸付金（中小企業や勤労者などに対する貸付金）
2億7000万円

一般会計 328億8800万円
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市債の返済に

公債費
2万6779円
（+962円）

その他
3010円
（ｰ1円）

児童や障がい者、高齢者
などの福祉のために

民生費
14万6475円
（ｰ125円）

住民登録や交通安全対
策、選挙などのために

総務費
3万4671円
（ｰ2958円）

道路や河川、公園などの
整備・維持補修のために

土木費
2万8572円

（ｰ1万2838円）

小・中学校や生涯学習、
スポーツなどのために

教育費
2万6036円（ｰ3910円）

ごみ処理や環境対策、健康
管理などのために

衛生費
3万4836円
（+6678円） 農業、林業の振興のために

農林水産業費
3888円（+53円）

商業や工業、観光
の振興のために

商工費
5772円
（ｰ499円）

消防や救急、
防災のために

消防費
1万3553円
（ｰ1110円）

合計 32万3592円（ｰ1万3748円）

予算総額　575億5900万円

第5次総合計画中期戦略事業プランの令和3年度の主な取り組み
新･･･新規の取り組みがある事業　　充･･･充実させた取り組みがある事業 ※金額は新規・充実を含む全体事業費

市 債 残 高
令和元年度に全ての小・中学校に空調を設置するため、市

債の借り入れを行ったことにより市債残高が増加したもの
の、令和3年度の市全体の市債残高は減少する見込みです。
市債の借入は、後年度に財政負担をもたらすということを十
分認識した上で適切に管理・運営を図っていきます。

市民生活の安全・安心を第一に、これまでの施策を可能
な限り継続しつつ、環境変化に対応し、本市の発展につな
げるための予算としました。

財政課 94-4862

令和3年度末現在高（見込） 2年度末との比較
一 般 会 計 221億3189万1千円 －7億8919万4千円

普 通 債 105億2212万8千円 －7億7722万7千円
特 例 債 116億976万3千円 －1196万7千円

特 別 会 計 6億8104万6千円 －3551万4千円
用地取得事業 6億8104万6千円 －3551万4千円

公 営 企 業 会 計 168億829万6千円 －2億78万6千円
公共下水道事業 168億829万6千円 －2億78万6千円
合   計 396億2123万3千円 －10億2549万4千円

＊数値は、各年度末の元金（利息は含まない）の見込額です
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市債残高と起債・償還額の推移
一般会計（普通債） 一般会計（特例債） 特別会計／公営企業会計
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※数値は、各年度末の元金（利息は含まない）の見込額

※令和3年3月1日現在の人口、10万1634人で算出。（　）内は前年度との比較

みんなで考え行動するまち自治力

誰もが明るく暮らせるまち暮らし力

住み続けたい快適で魅力あるまち都市力

個性豊かで活力あるまち活　力

充オンライン化などによる行政サービスの拡大 1091万4千円
新しい生活様式の実践に向け、マイナポータルによる子育てワ

ンストップサービスへの対応など情報通信技術を活用した行政
サービスの普及を促進

充窓口サービスの効率化 3878万6千円
行政サービスの効果的な運営のため、ワンストップ窓口を円滑

に運用するとともに、個人番号カードの普及啓発を実施

新感染症対策事業 6億5800万2千円
市民への円滑なワクチン接種に取

り組み、新型コロナウイルス感染症
を予防し、まん延を防止

充地域包括ケアシステム構築事業 1億6697万3千円
地域包括ケア推進の中核となる地域包括支援センター5カ所の

安定した運営支援を行うとともに、高齢者が住み慣れた地域で安
心して自立した生活を営むことができる包括的な支援・サービス
提供体制の構築を推進

充小学校教科担当制推進事業 1273万円
小学校における教科担当制を拡充・推進するとともに、小・中

学校の連携によるきめ細かな学習・生活指導を行い、児童の学力
向上と円滑な中学校生活への適応を促進

新景観まちづくり推進事業 312万7千円
景観写真展をはじめとする啓発事業や表彰制度などを通じて伊

勢原らしい景観まちづくりを推進するとともに、令和5年度の景
観計画の改定に向けた色彩調査を実施

新公共施設適正化推進事業 850万5千円
公共施設などの適正管理の取り組みを推進するとともに、公共

施設等総合管理計画の改訂に向けた公共施設の実態把握の委託調
査などを実施

新市民文化会館改修事業 911万9千円
市民が快適に安心して利用できる

よう、市民文化会館施設・設備の劣
化度調査を実施

東部第二土地区画整理推進事業 102万2千円
市東部第二土地区画整理組合が施

行する事業の円滑な進捗を図るた
め、技術的援助を行い組合を支援

新伊勢原大山インター土地区画整理推進事業 2941万4千円
伊勢原大山インター土地区画整理

組合が施行する事業の円滑な進捗を
図るため、技術的援助や補助金の交
付を行い組合を支援

充伊勢原駅北口周辺地区整備事業 1億1751万5千円
伊勢原駅北口周辺地区の市街地再

開発事業の基本計画を策定し、都市
計画変更手続きに必要な調査、関係
機関との協議、事業協力者の選定を
実施

地域で助け合う安全で安心なまち安心力
新防災機能を持つ公園整備推進事業 1100万円

千津ふれあい公園に、かまどベンチや
マンホールトイレなど防災機能を兼ね備
えた設備を整備

新広域幹線道路対応救助資機材整備事業 910万7千円
新東名高速道路のトンネル内における災害に迅速・的確に対応

し、密閉空間での隊員の安全を確保するために必要な資機材を整備

新（仮称）秦野市・伊勢原市共同消防指令センター整備事業 1125万2千円
消防の広域連携を図り、複雑・多様化する災害へ適切に対応す

る体制を確立するための（仮称）秦野市・伊勢原市共同消防指令セ
ンターの整備に向けた基本・実施設計を開始

写真提供／NEXCO中日本


